


「ミサキの幽霊」10円

　中学生の夏休みは、宿題が大量にあった。各教科のプリントもあるし、日記だってある。
自由研究もその一つだ。
私たち仲良しコンビは、二人で自由研究のテーマを考えようと、ミサキの家に集まった。
私は、ショートケーキを口に運んでいた。
「ミサキ、今年はどうするの？」
「何が？」
ミサキは天然なのか、それとも養殖なのか……。
「まさか、ケーキを食べるためだけに集まったとでも？」
「そうだけど」
「忘れたの、今年の自由研究」
「あ、そうだった」
忘れるなんて、とほほ。
「去年は、妖怪を研究したよね？」
「うんうん」
「今年の夏休みの研究は、ズバリ幽霊です」
ミサキは、口を開けて驚く。
「おぉ」
「何よ？」
「別に」
「何か言いたいことでも」
「そもそも、幽霊っているの？」
「いるわよ」
「どこに？」
「学校や、廃墟の病院とか、墓地かな」
「じゃあ、実際に探険してみる？」
「まじ？」
「だったら、あんたどうやって研究するのよ」
「妖怪のときは、図書館の古い資料とか調べたじゃない」
「うん」
「幽霊も、同じように調べるつもり」
「っていうか、あんた怖いんでしょ？」
「怖くない」
「じゃあ、今日の夜、墓地に行こうか」
「急ね」
「だって、夏休みも残り少ないし」
「わかったー行くよ……」
びびっているのは、私だけのようだ。

　夜の墓地。静寂な空気が漂う。電灯は、電球が切れていて、辺りは真っ暗だった。灯りは、懐中電灯による二筋の光だけ。
「出そうね」
「え、何が？」
はっ、ミサキ鈍感過ぎ、何しに来たの。
「幽霊よ」
「うん。楽しみよね」
楽しみだ？恐怖の回路が切れているんじゃない。
「ミサキは、怖くないの？」
「全然」
「じゃあさ、先頭はミサキが歩いてよ。私、後ろからついていくからさ」
「うん」
薄気味悪い墓地を、歩き始めた。私は虫の音さえも、びくびくしていた。
ミサキは口を開いた。
「昨日さ、おばあちゃんの墓参りに、ここへ来たから平気なのよ」
「昨日ぶりなら、怖くないでしょうよ」
「うん」
なるほど、たまたまミサキのおばあちゃんの眠る墓地なのね。
「ねえ、ミサキの家のお墓って、どの辺？」
「そこの角を曲がったとこだよ」
「じゃあ、行ってみようか」
角を曲がると、右手の墓石に立花家と彫ってあった。
「うちの墓だね」
「お墓の下から、声が聞こえそうね」
ミサキが、私を指差した。
「おばあちゃん後ろにいるよ？」
「……」
私は、恐怖のあまり少しちびった。
「み、見えるの？」
声がやっとでた。体は硬直して動けない。
「おばあちゃん、足元で、寝転がっているわ」
「あ、足元ね」
「韓ドラ見ながら死んだの」
ぷっ、思わず声がもれた。体の硬直が解ける。恐る恐る、足元に目を向ける。つやのない茶毛の太った猫が、横向きに寝ていた。
「これが、ミサキのおばあちゃんなの……」
「そう、１９歳で死んだの」
「猫にしては高齢ね」
疑問が沸いてきた。
「猫って、韓ドラ見るんだ？」
「見るわよ」
「ミサキの家は、猫のために墓を建てるの？」
猫は毛繕いをしている。
「家族だからね」
確かにペットが死んで、喪中に付き、年賀状を遠慮する人もいるけど。
「名前は？」
「オバア」
「紛らわしい」
「何が？」
「祖母に聞こえてさ」
「え、祖母は８０歳で元気に生きとるよ」
ミサキの家だと、祖母とおばあちゃんは、イコールではないのね。
「おばあちゃんかわいいでしょ？」
「かわいいね」
ニャーと、おばあちゃんが鳴いた。
「幽霊って怖いものだとイメージしていたけど、かわいいものなのね」
「そうみたいね」
幽霊は、かわいいものと知り、私の恐怖の回路は切断された。
「ミサキ、帰ろうか」
「もう？」
「自由研究は、おばあちゃんで決まり。もっと話を聞かせて」
「いいわよ」
幽霊は、怖くない。とってもかわいいのだ。

ミサキから、おばあちゃんの話を聞き、数日を費やし自由研究は完成した。
「これのタイトルは、かわいい幽霊」
なんだか違和感あるけど、問題ないよね。
「良いね」
「うん」

夏休みも終わり、かわいい幽霊を提出した。
「二人ともすごいじゃない」
「えへへ」
「ありがとうございます」
二人の自由研究は、先生からＡの評価をいただいた。

学校の放課後。
「ミサキ、今度の週末、廃墟の病院に行こうよ？」
「え、いいわよ」
「楽しみね」
ミサキも微笑み返した。


完
